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コラム

　

長
く
厳
し
か
っ
た
冬
も
去
り
、
期
待
あ
ふ

れ
る
新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
４
月
１
日
に

は
医
師
や
職
員
の
異
動
が
あ
り
外
来
・
病
棟

の
顔
ぶ
れ
も
変
わ
り
ま
す
。
慣
れ
親
し
ん
だ

職
員
と
の
別
れ
は
つ
ら
い
も
の
で
す
が
、
そ

れ
が
ま
た
新
し
い
出
会
い
を
生
み
、
そ
し
て

新
し
い
挑
戦
こ
そ
、
さ
ら
な
る
進
化
へ
の
道

の
り
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　
「
内
科
と
外
科
を
統
合
し
た
診
療
」
を
開

始
し
て
２
年
目
に
入
り
ま
す
が
、
今
年
度
は

内
科
医
師
が
一
人
増
え
て
の
診
療
体
制
と
な

り
ま
す
。
更
に
４
月
か
ら
８
月
ま
で
は
、
総

合
病
院
か
ら
２
年
目
の
研
修
医
も
診
療
に
参

加
し
、
活
気
あ
ふ
れ
る
病
院
に
な
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

一
方
で
病
院
本
体
は
建
設
し
て
か
ら
約
30

年
が
経
過
し
、
様
々
な
障
害
が
出
て
き
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
外
来
棟
の
暖
房
を
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
ペ
レ
ッ
ト
式
ボ
イ
ラ
ー
シ

ス
テ
ム
に
一
新
す
る
予
定
で
す
。
冬
期
間
の

外
来
待
合
で
寒
い
思
い
を
さ
れ
た
か
た
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
皆
様

に
気
持
ち
良
く
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
病
院

を
目
指
し
て
、
少
し
ず
つ
改
善
に
取
り
組
ん

で
行
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

最
近
読
ん
だ
本
の
中
で
、
先
義
後
利
と

い
う
言
葉
に
出
会
い
ま
し
た
。
解
説
に
よ
る

と
、
義
と
は
自
分
の
役
割
を
果
た
し
、
更
に
、

広
く
社
会
の
進
歩
と
向
上
を
第
一
義
に
行
動

し
、
公
益
の
た
め
に
働
く
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
必
ず
利
は
つ
い
て
来
る
も

の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
病
院
と
し
て
の
一
つ
の
目
標

で
あ
っ
た
、
公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能

評
価
機
構
の
病
院
機
能
評
価
の
認
定
を
取
得

出
来
た
の
は
、
職
員
一
人
一
人
の
病
院
に
対

す
る
正
に
義
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
当
院
の
理
念
で
あ
る
「
患
者
さ
ん

の
安
心
と
満
足
が
得
ら
れ
る
医
療
の
展
開
」

へ
一
歩
で
も
近
づ
き
た
い
と
い
う
義
の
表
れ

と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
て
県
内
で

は
18
番
目
の
認
定
と
な
り
、
よ
う
や
く
地
域

中
核
病
院
と
し
て
の
形
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
に
満
足
す
る
こ
と
無
く
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
市
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ

る
病
院
作
り
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様

の
叱
咤
激
励
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市立総合病院
院　長

舘
たて

岡
おか

　 博
  ひろし

市立扇田病院
院　長

大
おお

 本
もと

　直
なお

 樹
き

　

皆
さ
ん
『
緩
和
ケ
ア
』
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

人
は
が
ん
に
侵
さ
れ
る
と
、
我
慢
で
き
な
い

ほ
ど
の
痛
み
や
吐
気
等
の
身
体
的
な
辛
さ
、
不

安
や
抑
う
つ
等
の
精
神
的
な
シ
ョ
ッ
ク
、
治
療

に
と
も
な
う
高
額
な
医
療
費
負
担
、
仕
事
と
の

両
立
が
困
難
に
な
る
な
ど
の
社
会
的
孤
立
、「
何

故
自
分
だ
け
が
病
気
に
な
っ
た
の
か
」
と
自
身

の
生
き
て
い
る
意
味
や
目
的
を
問
う
悩
み
な

ど
、
様
々
な
苦
痛
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
苦
痛
を
抱
え
る
こ
と
は
、
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
が
前
向
き
に
療
養
に
取
り
組
む
こ

と
を
大
変
困
難
な
も
の
に
し
ま
す
。

　

当
院
で
は
そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

に
向
け
て
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
（
専
門
の
医
師
、

薬
剤
師
、看
護
師
、理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
、

栄
養
士
、
臨
床
心
理
士
、
医
療
相
談
員
）
と
呼

ば
れ
る
多
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ケ
ア
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、こ
の
緩
和
ケ
ア
チ
ー

ム
に
よ
る
緩
和
ケ
ア
を
希
望
す
る
か
た
は
、
ま

だ
ま
だ
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

が
ん
に
な
っ
て
も
、
痛
み
を
和
ら
げ
る
こ
と

で
よ
り
穏
や
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
人
で
苦
痛
を
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
緩
和
ケ
ア
を
受
け
た
い
方
は
、

担
当
医
、
担
当
看
護
師
、
ま
た
は
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

院内活動報告院内活動報告

緩和ケアチーム緩和ケアチーム

第 　 　回

昨年度行った、『もっともっと知ろう緩和ケア
（患者さん向け講演会）』の様子です



認定報告会の様子

　

病
院
機
能
評
価
は
、
病
院
が
組
織
的
に

医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
基
本
的
な
活
動

（
機
能
）
が
、
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
評
価
す
る
仕
組
み
で
す
。
評
価

調
査
者
（
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
）
が
中
立
・
公
平

な
立
場
で
、
定
め
ら
れ
た
一
律
の
評
価
項
目

に
沿
っ
て
病
院
の
活
動
状
況
を
評
価
し
ま

す
。
評
価
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
に

対
し
、
病
院
が
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

医
療
の
質
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

総
合
病
院
で
は
、
昨
年
の
９
月
24
日
か

ら
26
日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
公
益

財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
に
よ

る
病
院
機
能
評
価
を
受
審
し
、
同
機
構
の

評
価
委
員
会
に
お
け
る
審
議
を
経
て
、
今

年
の
１
月
18
日
付
け
で
認
定
証
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
認
定
証
が
交
付
さ
れ
た
時
点
で
、
全

国
の
病
院
機
能
評
価
の
認
定
病
院
数
は
合

計
で
２
，
４
０
８
病
院
、
全
国
病
院
数
８
，

５
８
０
病
院
に
対
す
る
割
合
は
約
28
％
に

な
り
ま
す
。

　

認
定
に
向
け
て
は
、「
患
者
さ
ん
の
安
心

と
満
足
が
得
ら
れ
る
医
療
の
展
開
」
を
病

院
理
念
に
掲
げ
、「
医
療
の
質
と
安
全
の
向

上
」
を
目
指
し
て
、
約
１
年
半
に
わ
た
り
、

チ
ー
ム
医
療
の
推
進
と
患
者
さ
ん
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
、
医
療
チ
ー
ム

間
の
連
携
・
協
力
体
制
の
強
化
、業
務
を「
見

え
る
化
」
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
、

安
全
管
理
・
感
染
対
策
の
強
化
及
び
病
院

全
体
の
環
境
の
整
理
・
改
善
を
精
力
的
に

進
め
、
病
院
機
能
の
向
上
を
図
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
第
三
者
機
関
の
評
価
に
よ

る
認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、「
安
心
し

て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
病
院
」
と
し
て
、
信

頼
性
を
一
層
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

活
か
し
な
が
ら
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

日本医療機能評価機構  認定病院Ver.6.0日本医療機能評価機構  認定病院Ver.6.0
を取得しましたを取得しました
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当院に寄せられたご意見を、
紹介していきます。

具合が悪いときは、
採血室ではなく各外来で採血を！

　具合が悪いため歩くのが大変なのに、採血のた
め採血室まで歩かなくてはなりません。外来でも採
血できないでしょうか。
　病院の玄関から外来までの距離ですら歩くのが大
変なのに、さらに歩かされて、また戻るは辛いです。

（昨年９月に投函されたかたのご意見）

　ご意見ありがとうございます。
　当院では、移動にリスクがある
患者さん、重症の患者さんについ

ては各外来にて採血を行う対応をしています。今
回の対応は、患者さんの状態から判断すると、外
来で採血すべきと考えられることから、配慮が不
足し、大変申し訳ございませんでした。
　このほかにも様々な理由で、移動が辛いかたが
多くいらっしゃいますので、今後は車椅子による
移動など、患者さんの支援のあり方について検討
して参ります。

病院から病院から

会計窓口付近の
長椅子の配置について見直しを！

　２脚の長椅子がくっついて並べられていて、奥に
座りづらく通り抜けにも不便です。
　また、奥に座ると呼ばれても移動が大変です。
　長椅子は、1脚づつ離して置いてはどうでしょうか。

（１月に投函されたかたのご意見）

　ご意見ありがとうございます。
　この度ご指摘頂いた件について、
ご不便をおかけし、申し訳ございま

せんでした。
　早速、一部の長椅子を除いて、１脚ずつ離して
配置するよう改善しています。今後とも、患者さ
んや来院されるかたが、安全・快適にすごせるよ
う努めて参りますので、ご理解のほどよろしくお
願いします。

病院から病院から

職員の対応が上から目線ですね！
接遇面を再検討しては。

　説明の仕方が、かなり上から目線ですね。
　聞いていて驚きました。
　接遇面を再検討して下さい。今後の総合病院の
行方にかかわってくると思います。

（昨年10月に投函されたかたのご意見）

　ご意見ありがとうございます。
　この度、当院職員がおこなった
説明に際して、不快な思いを与えて

しまい、大変申し訳ございませんでした。
　不安を抱えて受診される患者さんに配慮し、説
明する際にも患者さんの目線に立って行うべきで
した。
　今までも、接遇については「傾聴を基本とし患
者さんに寄り添った対応」を心がけるよう、折に
ふれて指導や教育を行ってきましたが、まだまだ
至らないところもあり、引き続き接遇研修や各部
門における訓練を強化して接遇の向上に努めて参
ります。

病院から病院から

医師・看護師が
親切にしてくれました。
また、給食はとても美味しいです。

　私は70歳代の女性です。
　入院中、医師が病状や手術などについて親切に教
えてくれました。また、看護師も優しくしてくれました。
　ごはんもちょうど良い量で、おかずは薄味でとても
美味しく頂きました。

（昨年10月に投函されたかたのご意見）

　ご意見ありがとうございます。
　このたびは、職員の対応と給食に
ついて、お褒めの言葉を頂きありが

とうございました。
　当院では、職員の対応について、患者サービス
委員会を中心に、患者さんに寄り添い、少しでも不
安なお気持ちを和らげるよう、職員の意識向上に
取り組んでいます。
　また、給食については、患者さんの状態にあわせ
た献立に心がけるとともに、食べやすさ・量・色彩
などについて検討会・試食会を行い、患者さんが安
心して召し上がって頂けるよう取り組んでいます。
　今後とも、患者さんからこのようなお褒めの言
葉を頂けるよう努めて参りますので、よろしくお願
いします。

病院から病院から

総合病院
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　去る２月23日（土）に、中央公民館で「肝がん」
をテーマにした市民医学講座を開催しました。
　地域がん診療連携拠点病院である総合病院が、市
民の皆さんに「がん」という病気に対する理解を深
めて頂くために毎年度二回行っているものです。
　24年度の第二回目の講座では、特別講演として弘
前大学医学部消化器外科 袴田健一教授から「肝が
んの診断と治療」について、総合病院 小笠原仁部
長からは「肝疾患と肝がん」について解説を行い、
最後に参加した市民の皆さんが疑問に思っている点
などについて質疑応答を行いました。
　今後も、皆さんの関心が高い分野を選んで開催す
る予定です。

がん診療市民医学講座開催

薬薬薬
お薬のいろんな疑問にお答えします。

　前号に続き、お薬手帳の“５つの「い」いこと”
について説明します。

３つ目の「い」　言いたい事や伝えたい事を書いて
おきましょう

　・体調の変化や気になったこと、医師や薬剤師に相
談したいことを書いておきましょう。

４つ目の「い」　一般用医薬品（市販薬、大衆薬）・
健康食品も記録しましょう

　・思いがけない、良くない飲み合わせ・食べ合わせ
が見つかることがあります。

５つ目の「い」　いつも携帯、いつも同じ場所に保
管しましょう

　・旅行先で病気になったときや災害時に避難した時、
救急の時など、お薬手帳があれ
ばあなたが飲んでいる薬を正確
に伝えられます。

　・ご家族にもあなたがお薬手帳を
持っていることを知らせておき
ましょう。

お持ちですか？お薬手帳（その２）

　

近
年
、
食
生
活
の
欧
米
化
（
肥
満
者
の

増
加
な
ど
）
に
伴
い
、
日
本
で
も
乳
が
ん

に
な
る
女
性
が
増
え
て
い
ま
す
。
現
在
、

女
性
の
が
ん
の
罹
患
率
の
第
一
位
が
乳
が

ん
と
な
っ
て
い
て
、
乳
が
ん
検
診
を
受
診

す
る
か
た
も
多
く
、
短
時
間
で
、
負
担
の

少
な
い
検
査
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
当
院
で
は
、
昨
年
12
月
最
新

鋭
の
乳
房
Ｘ
線
撮
影
装
置
（
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
装
置
）
に
更
新
し
ま
し
た
。
最
新
の

Ｆ
Ｐ
Ｄ（
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
テ
ク
タ
）

を
使
っ
た
装
置
で
、
画
像
の
撮
影
に
要
す

る
時
間
が
従
来
の
約
30
秒
か
ら
約
８
秒
へ

と
大
幅
に
減
り
、検
査
時
間
が
短
縮
さ
れ
、

身
体
的
、
精
神
的
負
担
が
軽
く
な
り
ま
し

た
。

　

装
置
の
更
新
に
あ
わ
せ
て
、
撮
影
室
も

一
新
し
、
更
衣
室
も
新
し
く
設
け
、
他
の

患
者
さ
ん
と
の
接
触
も
少
な
く
な
り
、
全

体
的
に
明
る
く
、
落
ち
着
い
て
検
査
の
で

き
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
検
診
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
撮

影
認
定
技
師
が
９
名
、
女
性
技
師
が
２
名

お
り
、
さ
ら
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
施

設
と
し
て
も
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
に

女
性
技
師
が
撮
影
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

総合病院

コンピューターの目で組織の変化を指摘します。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
装
置
を

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
装
置

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
装
置

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
装
置

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
装
置

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
装
置

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
装
置

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
装
置

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
装
置

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
装
置

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
装
置
をを

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
装
置
を

更
新
し
ま
し
た

更
新
し
ま
し
た

最新の乳房X線撮影装置と女性技師
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扇田病院

　

Ｎ
Ｓ
Ｔ
と
はN

utrition Support Team

（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）
の
略
で
す
。
医

師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士
、

臨
床
検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
な
ど
の
専

門
職
員
が
集
ま
り
、
患
者
さ
ん
が
良
好
な

栄
養
状
態
を
保
つ
こ
と
を
目
的
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
知
識
や
技
術
を
出
し
合
っ
て
、チ
ー

ム
で
患
者
さ
ん
と
係
っ
て
い
ま
す
。

　

栄
養
状
態
が
悪
化
し
て
い
た
り
、
今
後

悪
化
す
る
可
能
性
の
あ
る
患
者
さ
ん
を
早

期
に
発
見
し
治
療
を
進
め
る
な
か
で
、
適

切
な
栄
養
管
理
を
す
る
こ
と
は
、
病
気
の

回
復
を
助
け
た
り
、
床
擦
れ
の
予
防
や
早

期
治
癒
、
感
染
症
予
防
な
ど
に
繋
が
り
大

変
重
要
で
す
。

　

実
際
の
活
動
は
、
加
齢
や
病
気
の
後
遺

症
な
ど
に
よ
る
、
栄
養
不
良
、
食
欲
低
下
、

飲
み
込
み
が
う
ま
く
で
き
な
い
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
た
ち
の
原
因
を
調
べ

て
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
と
食
事
の
と
り
方

を
検
討
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
食
事
摂
取
状

況
、
身
体
状
況
、
臨
床
検
査
デ
ー
タ
を
も

と
に
現
在
の
栄
養
療
法
が
適
切
か
を
確
認

し
、
チ
ー
ム
で
力
を
合
わ
せ
て
よ
り
良
い

栄
養
サ
ポ
ー
ト
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
定
期
的
な
勉
強
会
や
病
院
食
の
試
食

会
の
開
催
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
で
、

職
員
へ
の
啓
蒙
と
活
動
の
向
上
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

当
院
は
昨
年
の
11
月
に
、
第
９
回
秋
田

県
Ｎ
Ｓ
Ｔ
研
究
会
に
お
け
る
当
番
世
話
人

を
担
当
し
、
症
例
発
表
や
情
報
交
換
な
ど

で
、
大
変
、
実
り
多
い
結
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
各
医
療
機
関
・

施
設
と
連
携
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
Ｎ

Ｓ
Ｔ
の
実
現
を
目
標
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
活
動
に
つ
い
て

Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
活
動
に
つ
い
て

　扇田病院ホームページは、この４月
１日にリニューアルしました。
　より情報を探しやすいホームページ
となるよう、サイト構成などを見直し
ました。
　今後も、わかりやすいホームページ
づくりと適切な情報更新を行って行き
ます。

　アドレスに変更はありません。

しました
ホーム
ページを
ホーム
ページを
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　総合病院では、地域の医療機関と協力しながら、初
期診療や症状の安定したかたの診療は一次医療機関
（かかりつけ医）にお願いし、緊急性があるかたや重
症なかたの診療を当院が行う地域医療連携を推進して
います。
　大変ご不便をおかけしますが、地域の医療機関が役
割分担して連携することが地域医療を守ることに繋が
りますので、皆様のご理解をお願いします。

4月1日から
総 合 病 院総 合 病 院

4月1日から

呼吸器・
循環器内科
消化器・

血液・腫瘍内科
内分泌・代謝
神経内科
小　児　科
神経精神科
外　　　科
産 婦 人 科
眼　　　科
耳鼻咽喉科

整 形 外 科

泌 尿 器 科
皮　膚　科

脳神経外科

放 射 線 科
歯科口腔外科・
矯正歯科

新 患

受 付 時 間 初診　午前 8：30～11：00 再来　午前 7：30～11：00

曜 日
科 名

10：30まで

月 火 水 木 金 備　　考
10：30まで

休　診
10：00まで

10：00まで 9：30まで 10：00まで 9：30まで 9：30まで

10：00まで

休　診

予　約　の　み

予約のみ 予約のみ予約のみ予約のみ

10：30まで
休　診

10：30まで 10：30まで

10：00まで 10：00まで

呼吸器の新患は月・火・金。
新患は原則として紹介状が必要です。

新患は原則として紹介状が必要です。

新患は原則として紹介状が必要です。

新患は原則として紹介状が必要です。

新患は原則として紹介状が必要です。

※新患はできるだけ紹介状の持参をお願いしています。

新患は原則として紹介状が必要です。
専門外来は予約制。

再来は予約制。

新患は木のみで紹介状が必要です。

再 来

甲状腺
診療

甲状腺
診療

新 患
再 来

外来診療のご案内
～総合病院～

内科・外科

整 形 外 科

耳鼻咽喉科

眼　　　科

午 前

曜 日
科 名 月 火 水 木 金 備　　考

急患のみ
 8：30～11：00

休　診 休　診 休　診 休　診 8：30～11：00

休　診 8：30～11：00 休　診 休　診

 8：30～11：00
検査のかたのみ

休　診

5：00～7：00 休　診 5：00～7：00 休　診 5：00～7：00
午 後
夕やけ（午後）

午 前

午 前

午 前
午 後

～扇田病院～

特段の記載がない場合は、上記の受付時間になります。

医師の都合や手術などのため、休診や
受付時間を変更する場合があります。
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葉酸もりもり春のお花見料理

＊豆ごはん　　＊春鰹の竜田揚げ
＊チヂミ風　　＊えびと菜の花和え物
＊ミニトマトサラダ
＊フルーツ

・エネルギー　650kcal
・たんぱく質　　　28g
・脂質　　　　　　18g
・葉酸　　　　350μg

食事のポイント
　「葉酸」という栄養素をご存知ですか？
　葉酸は赤血球の産生、血液や血管の健康に関わる栄養素で、心筋梗塞や
脳梗塞、認知症など病気の予防にも有効といわれています。

□妊婦、授乳婦、貧血ぎみの方
□飲酒量の多い方、野菜の嫌いな方

◆おすすめしたい方◆

□成人　　240μg　　　上限　1,000μg
◆１日の摂取基準◆

□野菜…菜の花　大豆製品…納豆　魚介類…ホタテ貝柱
　果物…いちご　など

◆多く含まれる食材◆

耳鼻咽喉科

総合病院
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耳
鼻
咽い

ん
こ
う喉
科
は
耳
、
鼻
、
の
ど
の

病
気
を
診
療
す
る
科
で
す
。
咽い

ん
こ
う喉
と

は
咽い

ん
と
う頭
・
喉こ

う
と
う頭
の
略
で
、
の
ど
の
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
耳
、
鼻
、
の
ど

の
調
子
が
悪
い
時
は
、
耳
鼻
咽
喉
科

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
め

ま
い
も
耳
鼻
咽
喉
科
で
扱
う
こ
と
の

多
い
症
状
で
す
。
な
ぜ
な
ら
め
ま
い

の
原
因
は
耳
の
障
害
の
こ
と
が
多
い

か
ら
で
す
。
耳
自
体
に
は
何
の
自
覚

症
状
も
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お

困
り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
睡
眠
中
に
激
し
い
い
び
き
を
か

い
た
り
、
呼
吸
が
止
ま
る
な
ど
し
て

全
身
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
も
、
鼻
や
の
ど
に
原
因

が
あ
る
場
合
が
多
く
、
力
を
入
れ
て

治
療
し
て
い
ま
す
。

　

当
科
の
外
来
診
療
は
医
師
２
人

を
含
め
た
８
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
診
療
理
念

は
、
ラ
ブ
＆
ハ
ッ
ス
ル
で
す
。
こ
の

言
葉
に
は
、
患
者
さ
ん
に
愛
を
こ
め

て
、
そ
し
て
私
た
ち
も
元
気
に
楽
し

く
働
き
た
い
と
い
う
願
い
が
こ
も
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
様
な

精
神
で
、
皆
さ
ん
と
の
両
想
い
を
目

指
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
季
節
季
節
で
、
外
来
の
装
飾
に
も

こ
だ
わ
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
と
大
館
の
四
季
を
共
有
出
来

れ
ば
幸
い
で
す
。
来
院
の
際
は
、
当

科
受
診
が
な
く
と
も
ぷ
ら
り
と
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

や
っ
ぱ
り
桜
は
最
高
！

梅
雨
も
嬉
し
く
な
る
紫
陽
花

七
夕
に
願
い
を

夏
と
い
え
ば
ひ
ま
わ
り

情
熱
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

み
ん
な
大
好
き
ク
リ
ス
マ
ス

　今年も厳しい寒さと雪の冬でしたが、やっと暖かさを感じるようになって来ました。春でございます。日本
は四季の国ですが、その中でも大館はすべての季節をより明確に味わえることの出来る地域の一つです。これ
を私は“完全四季”と勝手に称しておりますが、そのような土地に生まれたことを本当に嬉しく思います。今
号の表紙は扇田病院です。一足早く春本番を感じていただければ嬉しいです。　（編集委員長　蒔 苗　公 利）


